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第 19 回コラボレーション・プラットフォーム 開催レポート 

 

「第 19 回コラボレーション・プラットフォーム」を開催しました。 

当日は、多数の方々（1２０名）にご参加いただき、大変盛況な会合となりました。多数のご参加、

ありがとうございました。 

 

◆開催概要◆ 

日時：2021 年 10 月 22 日（金）14：30～17：20 

場所：オンライン開催（Cisco Webex） 

主催：経済産業省 / 独立行政法人情報処理推進機構 

 

◆開催レポート◆ 

冒頭、IPA セキュリティセンター センター長 瓜生 和久より開催の挨拶をさせていただきました。 

１．講演 

（１）『企業の”K 字型決算”がサイバーセキュリティにもたらす影響』 

 特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会 

                        社会活動部会 冨田高樹  氏 

コロナ禍の影響が長期化するなか、企業業績の二極化が顕在化しています。昨年度 IPA 実施の 

アンケート結果の紹介とともに業績影響のある企業が気を付けるべき点について解説いただきました。 
 

（２）『経営層との会話のヒントに 

~制御系システム向けリスクアセスメント手法・フレームワークのご紹介~』 

 森ビル株式会社 IT 推進部セキュリティグループ 課長 佐藤 芳紀 氏 

経営層と会話し、共にセキュリティ対策を推進する上でわかりやすいフレームワークを活用することは 

とても有効です。セキュリティ対策立案の一助としてIT系にも参考となる制御系システムで使用され 

る手法を紹介いただきました。 

 

（３）『セキュリティ対策の考え方とセキュリティ担当者の役割』 

一般社団法人鹿児島県サイバーセキュリティ協議会 代表理事 西川 彰 氏 

 セキュリティ対策としてどこから手をつけて良いか、今行っている施策以外に何をしたら良いか 

 わからない。そういった方々の次の一歩のセキュリティ対策について参考情報を紹介いただきました。  

 

（４）施策紹介 

『サイバーセキュリティ経営ガイドライン／サイバーセキュリティ経営可視化ツールのご紹介』 

 経済産業省 商務情報政策局 サイバーセキュリティ課 課長補佐 手塚 久美子 
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 IPA セキュリティセンター セキュリティ対策推進部セキュリティ分析グループ 研究員 安田 進 

 

２．パネルディスカッション 

テーマ：『K字型回復下でのセキュリティ予算確保への考察』 

＜モデレータ＞ ニュートラル株式会社   代表取締役社長  小屋 晋吾 氏 

＜パネリスト＞ 

特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会 社会活動部会 冨田 高樹 氏 

森ビル株式会社 IT推進部セキュリティグループ  課長   佐藤 芳紀 氏 

一般社団法人鹿児島県サイバーセキュリティ協議会  代表理事  西川 彰   氏 

S＆J株式会社       代表取締役社長  三輪 信雄 氏 

 

上記のパネリストの方々にご登壇いただき、K 字型経済と呼ばれる現在の経済状況において多様な

環境の企業が存在するなか、それぞれの環境下においてセキュリティにどのように取り組むべきかについて

意見交換いただきました。 

テーマ１：自身が所属する分野での IT 投資の状況について  

テーマ２：ではその予算をどのように確保していくのか、経営層への説明方法について 

 

以上 


